
右
の
功
徳
日
を
三
年
二
月
か
こ
た
ら
ず
巡
舞
す
軋
ば
、
我
身
を
は
じ
め
父
母
兄
弟
子
孫
に
至
る
迄
現
当
の
利
盆
を
蒙
り
有
縁
無
縁

の
精
霊
五
逆
の
悪
人
も
成
佛
う
た
が
ひ
な
し
叉
こ
れ
を
信
じ
人
に
教
ゆ
る
功
徳
は
十
倍
な
り
ざ
阿
畑
陀
如
末
よ
り
木
食
上
人
え
告

け
給
ふ
故
に
六
阿
爾
陀
巡
丼
は
木
食
上
人
最
初
の
登
願
な
り
上
人
は
第
四
番
安
詳
院
開
山
に
し
て
同
寺
の
裏
に
入
場
の
重
跡
あ
り

篤
佛
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報
謝
先
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代
々
無
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法
界
、
印
施
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
　
　
　
　
某
　
敬
白

此
印
刷
物
見
易
き
場
所
へ
御
張
り
置
被
下
度
候
　
　
街
御
入
用
の
方
は
右
六
ケ
寺
に
あ
り
ま
す
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万
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五
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塔
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ふ

七

堂

が

ら

ん

を

た

つ

る

に

む

か

ふ

九
万
六
千
人
の
信
に
施
し
を
す
る
に
む
か
ふ

父

母

を

千

年

供

養

す

る

に
む

か

ふ

風

呂

を

一
万

度

た

く

に

む

か

ふ

塔

婆
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八
万

四
千

た

つ
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か
ふ

万

燈
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八

万

度

ご
も

す

に
む

か

ふ

万

部

経

を

八

万

度

よ

む

に

む

か

ふ

三
十
人
の
信
に
衣
服
を

一
万
度
施
に
む
か
ふ

施

行

を

六

万

度

す

る

に

む

か

ふ

法
華

経

を
三
万
部
書
篤
す

る
に
む
か
ふ

こ
が
ね
の
佛
を
八
万
四
千
外
造
ろ
に
む
か
ふ

正

月

十
五
日

二

月

八

日

一二
月

十
四
日

四

月

十
五
日

五

月

十
八
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十
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七
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入

月

十
五
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四
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十
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秋

彼

岸
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日

（毎
年
か
は
る
こ
ざ
な
し
）


